
卒業式を挙行
（１） 　　　第６１９号日 本 歯 科 大 学 新 聞2014年（平成26年）３月３１日

本学のシンボルマーク

第103回
両
学
部
218
名
が
巣
立
つ

�
卒
業
証
書
番
号
№
二
〇
五
二
〇
号
に

日
本
歯
科
大
学
第
一
〇
三
回
卒
業
式
（
学
位
記
授
与
式
）
は
、
三
月
中

旬
両
学
部
に
お
い
て
挙
行
し
、
二
一
八
名
の
学
士
（
歯
学
）
を
送
り
出

し
た
。
あ
わ
せ
て
日
本
歯
科
大
学
大
学
院
第
五
十
一
回
修
了
式
が
催
さ

れ
、
二
十
一
名
に
博
士
（
歯
学
）
の
学
位
記
が
授
与
さ
れ
た
。
ま
た
、

東
京
短
期
大
学
と
新
潟
短
期
大
学
の
卒
業
式
も
挙
行
さ
れ
た
。

生
命
歯
学
部

　
生
命
歯
学
部
の
部
は
、
三

第
51
回
大
学
院
修
了
式
を
併
催

月
十
二
日
に
生
命
歯
学
部
富

士
見
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
大

学
院
第
五
十
一
回
修
了
式
を

併
催
し
て
挙
行
さ
れ
た
。

　
定
刻
午
前
十
時
、
司
会
の

米
沢
登
事
務
部
長
が
開
式
を

宣
し
た
。
ま
ず
ク
ラ
ス
主
任

の
志
賀
博
教
授
よ
り
、
平
成

二
十
五
年
度
卒
業
生
一
四
三

名
の
氏
名
が
呼
び
あ
げ
ら

れ
、
上
井
達
絵
さ
ん
が
代
表

し
て
、
中
原
泉
学
長
よ
り
、

栄
え
あ
る
卒
業
の
証
と
し
て

学
士
（
歯
学
）
の
学
位
記
を

授
与
さ
れ
た
。
つ
づ
い
て
学

術
優
秀
賞
十
四
名
、
皆
勤
賞

二
十
名
、
精
勤
賞
二
十
九

名
、
学
術
奨
励
賞
十
名
、
臨

床
実
習
優
秀
賞
三
名
の
受
賞

者
に
対
し
て
賞
状
等
が
授
与

さ
れ
た
。

　
つ
い
で
大
学
院
生
命
歯
学

研
究
科
委
員
の
都
築
民
幸
教

授
よ
り
、
大
学
院
生
命
歯
学

研
究
科
博
士
課
程
修
了
生
十

名
の
氏
名
が
呼
び
あ
げ
ら

れ
、
修
了
生
一
人
ひ
と
り

に
、
研
究
の
成
果
を
証
す
る

博
士
（
歯
学
）
の
学
位
記
が

授
与
さ
れ
た
。

　
つ
ぎ
に
中
原
学
長
と
、
羽

村
章
生
命
歯
学
部
長
、
八
重

垣
健
大
学
院
生
命
歯
学
研
究

第103回卒業生に告辞を述べる中原学長（3月14日・新潟）

科
長
が
告
辞
（
別
掲
）
を
述

べ
た
。

　
つ
づ
い
て
在
学
生
を
代
表

し
て
第
五
学
年
の
前
田
祐
貴

君
が
先
輩
を
送
る
送
辞
を
述

べ
、
卒
業
生
を
代
表
し
て
加

藤
景
子
さ
ん
、
修
了
生
を
代

表
し
て
駒
津
萌
乃
さ
ん
が
答

辞
を
述
べ
た
。
終
わ
り
に
祝

電
が
披
露
さ
れ
、
全
員
で
校

歌
を
斉
唱
し
た
。

　　
新
潟
生
命
歯
学
部
の
部

は
、
三
月
十
四
日
に
新
潟
生

命
歯
学
部
講
堂
に
お
い
て
大

学
院
第
五
十
一
回
修
了
式
を

併
催
し
て
挙
行
さ
れ
た
。

　
定
刻
午
前
十
時
三
十
分
、

司
会
の
羽
下
憲
善
庶
務
部
長

が
開
式
を
宣
し
た
。
ク
ラ
ス

主
任
の
岡
田
康
男
教
授
に
よ

り
、
平
成
二
十
五
年
度
卒
業

生
七
十
五
名
の
氏
名
が
呼
び

新
潟
生
命
歯
学
部社会に貢献することを誓う卒業生代表（3月12日・東京）

あ
げ
ら
れ
た
。
古
川
奈
緒
さ

ん
が
代
表
し
て
、
中
原
学
長

よ
り
、
栄
え
あ
る
卒
業
の
証

と
し
て
学
士
（
歯
学
）
の
学

位
記
を
授
与
さ
れ
た
。
つ
づ

け
て
学
術
優
秀
賞
四
名
、
皆

勤
賞
三
名
、
精
勤
賞
二
名
、

学
術
奨
励
賞
三
名
、
臨
床
実

習
優
秀
賞
一
名
の
受
賞
者
に

対
し
賞
状
等
が
授
与
さ
れ

た
。

　
つ
い
で
大
学
院
新
潟
生
命

歯
学
研
究
科
委
員
の
土
持
眞

教
授
よ
り
、
新
潟
生
命
歯
学

研
究
科
博
士
課
程
修
了
生

十
一
名
の
氏
名
が
呼
び
あ
げ

ら
れ
、
修
了
生
一
人
ひ
と
り

に
、
研
究
の
成
果
を
証
す
る

博
士
（
歯
学
）
の
学
位
記
が

授
与
さ
れ
、
研
究
優
秀
発
表

賞
が
竜
佑
宗
君
に
贈
ら
れ

た
。

　
つ
ぎ
に
中
原
学
長
と
、
関

本
恒
夫
新
潟
生
命
歯
学
部

長
、
宮
川
行
男
研
究
科
長
が

告
辞
（
別
掲
）
を
述
べ
た
。

　
つ
づ
い
て
在
学
生
を
代
表

し
て
第
五
学
年
の
服
部
陽
一

君
が
先
輩
を
送
る
送
辞
を
述

べ
、
卒
業
生
を
代
表
し
て
古

川
奈
緒
さ
ん
、
大
学
院
修
了

生
を
代
表
し
て
小
出
未
来
さ

ん
が
答
辞
を
述
べ
た
。
お
わ

り
に
祝
電
が
披
露
さ
れ
、
全

員
で
校
歌
を
斉
唱
し
た
。

　　
東
京
短
期
大
学
の
卒
業
式

は
、
印
出
光
宏
短
大
事
務
長

の
司
会
で
、
三
月
十
一
日
午

前
十
時
よ
り
、
生
命
歯
学
部

富
士
見
ホ
ー
ル
に
お
い
て
挙

行
さ
れ
た
。

　
ま
ず
第
四
十
一
回
歯
科
衛

生
学
科
卒
業
生
七
十
六
名

と
、
第
四
十
五
回
歯
科
技
工

学
科
卒
業
生
三
十
八
名
の
氏

名
が
呼
び
あ
げ
ら
れ
、
小
口

東
京
短
期
大
学

春
久
学
長
か
ら
栄
え
あ
る
卒

業
の
証
と
し
て
、
各
学
科
の

代
表
に
短
期
大
学
士
（
歯
科

衛
生
学
）
と
短
期
大
学
士

（
歯
科
技
工
学
）
の
学
位
記

が
授
与
さ
れ
た
。

　
つ
い
で
第
五
回
専
攻
科
歯

科
衛
生
学
専
攻
修
了
生
十
一

名
と
、
専
攻
科
口
腔
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
専
攻
修
了

生
四
名
と
、
第
四
十
三
回
専

攻
科
歯
科
技
工
学
専
攻
修
了

生
七
名
、
専
攻
科
総
合
技
工

学
専
攻
修
了
生
十
名
に
修
了

証
が
授
与
さ
れ
た
の
ち
、
各

賞
の
受
賞
者
が
表
彰
さ
れ

た
。

　
そ
し
て
専
攻
科
歯
科
衛
生

学
専
攻
修
了
生
、
専
攻
科
歯

科
技
工
学
専
攻
修
了
生
に
独

立
行
政
法
人
大
学
評
価
・
学

位
授
与
機
構
よ
り
学
士
（
口

腔
保
健
学
）
の
学
位
記
が
授

与
さ
れ
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ

た
。

　
つ
ぎ
に
小
口
学
長
が
告
辞

（
別
掲
）
を
述
べ
、
来
賓

の
羽
村
章
生
命
歯
学
部
長

が
「
今
ま
で
は
み
ん
な
一
緒

だ
っ
た
。
で
も
こ
れ
か
ら

は
、
一
人
一
人
が
そ
れ
ぞ
れ

の
目
標
を
持
っ
て
歩
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ

の
中
で
、
い
つ
も
誰
か
が
支

え
て
く
れ
て
い
た
こ
と
を
是

非
と
も
忘
れ
な
い
で
ほ
し

い
。
こ
れ
か
ら
は
日
々
の
診

療
の
な
か
、
日
々
の
技
工
の

な
か
、
君
た
ち
は
健
康
と
い

う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
患
者
さ
ん

に
与
え
て
い
る
、
健
康
を
と

も
に
作
り
出
し
て
い
る
こ
と

を
是
非
と
も
忘
れ
な
い
で
、

こ
れ
か
ら
も
前
進
し
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
祝
辞
を
述
べ

た
。

　
新
潟
短
期
大
学
の
卒
業
式

は
、
須
貝
将
紀
短
大
事
務
部

長
の
司
会
で
、
三
月
十
三
日

午
前
十
時
三
十
分
よ
り
、
新

潟
生
命
歯
学
部
講
堂
で
挙
行

さ
れ
た
。

　
ま
ず
第
二
十
九
回
歯
科
衛

生
学
科
卒
業
生
五
十
九
名

に
、
又
賀
泉
学
長
か
ら
短
期

大
学
士
（
歯
科
衛
生
学
）
の

学
位
記
授
与
さ
れ
た
。

　
つ
い
で
各
賞
受
賞
者
の
表

彰
に
あ
わ
せ
、
日
本
歯
科
衛

生
士
会
か
ら
の
表
彰
状
が
、

新
潟
短
期
大
学

新
潟
県
歯
科
衛
生
士
会
の
三

富
純
子
会
長
（
新
潟
短
大
准

教
授
）
よ
り
手
渡
さ
れ
た
。

　
こ
こ
で
又
賀
学
長
が
告
辞

（
別
掲
）
を
述
べ
、
来
賓
の

関
本
恒
夫
新
潟
生
命
歯
学
部

長
が
「
二
月
十
二
日
に
み
な

さ
ん
に
関
わ
り
の
深
い
歯
科

衛
生
士
法
の
改
正
案
が
閣
議

決
定
さ
れ
た
。
第
十
三
条
の

五
項
に
『
歯
科
衛
生
士
は
、

そ
の
業
務
を
行
う
に
当
た
っ

て
は
、
歯
科
医
師
そ
の
他
の

歯
科
医
療
関
係
者
と
の
緊
密

な
連
携
を
図
り
、
適
正
な
歯

科
医
療
の
確
保
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。』
と
い
う
文

言
が
新
た
に
設
定
さ
れ
た
。

こ
れ
は
チ
ー
ム
医
療
に
お
け

る
歯
科
衛
生
士
の
役
割
の
重

要
性
が
、
社
会
で
広
く
認
識

さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

新
し
い
環
境
の
も
と
で
、
高

い
ハ
ー
ド
ル
を
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
変
え
て
、
さ
ら
に
前
進
し

て
い
た
だ
き
た
い
、
歯
科
医

師
と
と
も
に
チ
ー
ム
医
療
を

担
う
歯
科
衛
生
士
と
し
て
成

長
す
る
こ
と
を
祈
念
す
る
」

と
祝
辞
を
述
べ
た
。



日 本 歯 科 大 学 新 聞2014年（平成26年）３月３１日 （２）第６１９号

中

原

　泉

学
長
卒
業
告
辞

変
化
し
つ
づ
け
る
歯
科
医
療

歯学部長

卒業告辞

中原学長：医療・歯科医療は僅かな間に
　　　　　どんどん変化しつづける…

　
卒
業
生
諸
君
は
こ
の
六
年

間
生
命
歯
学
の
学
問
を
学

ん
で
き
た
。
有
名
な
松
下

幸
之
助
氏
が
創
業
し
た
松
下

電
器
、
今
の
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
で
は
、
丸
い
白
い
電
球
を

開
発
し
た
。
こ
の
電
球
は
七

年
た
つ
と
決
ま
っ
て
球
が
切

れ
た
。
次
に
出
て
き
た
蛍
光

灯
も
七
年
使
う
と
必
ず
切
れ

た
。
電
球
や
蛍
光
灯
に
は
初

め
か
ら
定
め
ら
れ
た
寿
命
、

つ
ま
り
七
年
た
つ
と
切
れ
る

よ
う
に
製
造
さ
れ
て
い
た
。

技
術
者
に
よ
れ
ば
永
久
に
持

つ
電
球
も
作
れ
る
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
が
、
そ
れ
で
は
商

売
に
な
ら
な
い
。

　
一
九
七
四
年
、
昭
和

四
十
九
年
、
新
潟
大
学
の
予

防
歯
科
学
の
境
脩
教
授
が
中

心
と
な
っ
て
子
ど
も
の
歯
を

守
る
会
が
結
成
さ
れ
、
新
潟

県
歯
科
医
師
会
の
有
志
が
水

道
水
へ
の
フ
ッ
素
添
加
の
運

動
を
展
開
し
た
。
こ
れ
に
反

対
す
る
団
体
と
推
進
派
は
双

方
と
も
狂
信
的
と
も
い
え

る
は
げ
し
い
論
争
を
繰
り
広

げ
た
。
本
学
の
新
潟
歯
学
部

生
命
歯
学
部
長

�

羽
村
　
章

　
一
〇
三
回
卒
業
生
の
み
な

さ
ん
は
私
に
と
っ
て
と
て
も

思
い
出
深
い
学
年
だ
。
諸
君

が
入
学
し
た
六
年
前
、
私
は

附
属
病
院
長
と
し
て
は
初
め

て
の
入
学
式
に
参
列
し
た
。

新
潟
生
命
歯
学
部
長

�

関
本 

恒
夫

　
こ
れ
か
ら
み
な
さ
ん
は
歯

科
医
師
に
な
る
わ
け
だ
が
、

ど
の
よ
う
な
分
野
に
も
そ
の

道
の
熟
達
者
、
い
わ
ゆ
る
エ

キ
ス
パ
ー
ト
が
い
る
。

　
熟
達
に
関
し
て
幾
つ
か
研

究
が
あ
り
、
熟
達
者
の
要
件

と
し
て
、
正
確
に
素
早
く
問

題
を
解
決
す
る
、
す
ぐ
れ
た

自
己
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ス
キ
ル

を
あ
げ
て
い
る
。
自
己
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
ス
キ
ル
は
、
常
に

自
分
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

成
長
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
ス
キ
ル
を
獲
得

は
賛
同
し
な
か
っ
た
が
、
私

は
フ
ッ
化
物
添
加
の
賛
否
を

問
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加

し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
と

き
、
ヒ
ッ
ピ
ー
風
の
若
い
ア

メ
リ
カ
人
が
、「
私
た
ち
か

ら
む
し
歯
に
な
る
自
由
を
奪

わ
な
い
で
ほ
し
い
」
と
発
言

を
し
た
。
し
か
し
「
が
ん
に

な
る
自
由
を
奪
わ
な
い
で
ほ

し
い
」
と
彼
は
言
う
の
だ
ろ

う
か
と
、
そ
の
時
思
っ
た
こ

と
を
今
も
覚
え
て
い
る
。

　
そ
の
後
リ
ー
ダ
ー
の
境
教

授
が
運
動
を
放
棄
し
て
九
州

に
転
任
し
て
し
ま
っ
た
。
こ

の
運
動
は
フ
ッ
素
水
道
水
化

か
ら
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し
、
学

童
の
フ
ッ
素
洗
口
を
試
験
的

に
実
施
し
た
。
こ
れ
が
フ
ッ

素
塗
布
や
フ
ッ
素
洗
口
を
全

国
に
広
げ
る
き
っ
か
け
に
な
っ

た
。
水
道
水
の
フ
ロ
リ
デ
ー

シ
ョ
ン
は
実
現
し
な
か
っ
た

が
、
十
年
ほ
ど
た
つ
と
新
潟

市
の
小
児
の
む
し
歯
が
徐
々

に
減
少
し
始
め
た
。
フ
ッ
素

の
塗
布
あ
る
い
は
洗
口
は
効

果
が
現
れ
て
、
推
進
派
の
熱

意
と
努
力
が
報
わ
れ
た
と
い

う
こ
と
だ
ろ
う
。

　
そ
れ
が
平
成
時
代
に
な
る

と
む
し
歯
は
み
る
み
る
激
減

し
始
め
、
平
成
十
二
年
に
は

都
道
府
県
の
全
国
ラ
ン
キ
ン

グ
で
、
新
潟
県
は
十
二
歳
児

の
む
し
歯
が
少
な
い
県
の

ト
ッ
プ
に
な
っ
た
。
そ
れ
ま

で
新
潟
県
が
こ
の
よ
う
な
ラ

ン
キ
ン
グ
で
上
位
に
な
る
こ

と
は
な
か
っ
た
の
で
、
県
知

事
は
大
喜
び
だ
っ
た
。
こ
の

記
録
は
毎
年
更
新
さ
れ
、
す

で
に
十
三
年
間
連
続
ト
ッ
プ

に
輝
い
て
い
る
。

　
た
っ
た
十
年
、
二
十
年
で

Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
目
標
と
し
た
一
・

〇
本
を
超
え
て
新
潟
県
は

〇
・
八
本
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
そ
の
お
か
げ
で
人
類

二
千
年
の
歴
史
上
で
初
め
て

む
し
歯
の
痛
み
を
知
ら
な
い

世
代
が
出
現
し
た
。
幼
い
子

が
歯
の
痛
み
で
泣
い
て
苦
し

む
と
い
う
あ
の
光
景
が
な
く

な
っ
た
。
こ
れ
は
ま
ぎ
れ
も

な
く
医
療
に
お
け
る
快
挙
で

あ
り
、
歯
科
医
師
が
も
た
ら

し
た
福
音
だ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
新
潟
県
で
は
小

児
の
む
し
歯
の
減
少
に
伴
っ

て
、
大
人
の
む
し
歯
も
当
然

大
幅
に
減
少
し
た
。
そ
の

減
っ
た
分
歯
科
医
師
が
多
す

ぎ
る
と
い
う
現
象
が
生
じ
て

き
た
。
こ
の
十
年
新
潟
県
は

歯
科
医
師
が
全
国
一
過
剰
だ

と
い
う
非
難
を
浴
び
、
マ
ス

コ
ミ
か
ら
は
歯
科
医
院
は
コ

ン
ビ
ニ
よ
り
多
い
と
い
う
揶

揄
を
浴
び
て
い
る
。

　
当
時
フ
ッ
素
化
を
推
進
し

た
先
輩
た
ち
は
、
こ
の
よ
う

な
事
態
は
想
定
し
て
い
な

か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
あ
く
ま

で
職
業
人
と
し
て
の
使
命
感

に
基
づ
い
た
善
意
の
活
動

だ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
結

果
と
し
て
後
輩
た
ち
が
、
大

き
な
痛
手
を
被
っ
た
の
は
事

実
で
あ
る
。
む
し
歯
撲
滅
は

正
し
い
、
だ
か
ら
歯
科
医
師

の
職
業
が
消
滅
し
て
も
そ
れ

は
本
望
だ
、
と
い
う
論
理
は

も
は
や
通
用
し
な
い
。

　
数
年
前
私
は
厚
労
省
の
Ｏ

Ｂ
に
こ
の
話
を
し
た
。
歯

科
医
師
は
評
価
も
感
謝
も

さ
れ
な
い
の
か
と
苦
言
を
呈

し
た
。
す
る
と
彼
は
大
変

困
っ
た
顔
を
し
て
、
言
い
に

く
そ
う
に
「
先
生
、
み
ん
な

無
く
し
て
は
い
け
な
い
の
で

す
よ
」
と
答
え
た
。
動
機
や

倫
理
は
と
も
あ
れ
、
歯
科
医

師
が
自
分
で
自
分
の
首
を
絞

め
た
こ
と
は
自
明
の
理
だ
っ

た
。
厚
労
省
Ｏ
Ｂ
は
、
物
事

は
や
り
過
ぎ
て
は
い
け
な
い

と
言
い
た
か
っ
た
の
だ
と
思

う
。

　
水
道
水
フ
ロ
リ
デ
ー
シ
ョ

ン
は
日
本
歯
科
医
学
専
門
学

校
教
授
だ
っ
た
美
濃
口
玄
先

生
が
京
都
大
学
医
学
部
の
教

授
に
な
り
、
一
九
五
二
年

（
昭
和
二
十
七
）
に
京
都
山

科
地
区
に
お
い
て
試
験
的
に

上
水
道
フ
ッ
素
化
を
実
施
し

た
の
が
最
初
だ
。
こ
の
試
験

研
究
は
十
三
年
間
に
わ
た
っ

て
追
跡
さ
れ
た
が
、
昭
和

四
十
年
に
中
止
と
な
っ
た
。

そ
の
と
き
日
本
口
腔
衛
生
学

会
が
、
フ
ッ
化
物
応
用
に
よ

る
齲
蝕
抑
制
効
果
と
安
全
性

に
関
す
る
調
査
を
行
っ
て
、

問
題
点
が
あ
る
と
報
告
を
し

た
。
フ
ッ
素
に
限
ら
ず
、
住

民
す
べ
て
が
摂
取
す
る
水
道

水
に
薬
物
等
を
添
加
す
る
こ

と
は
、
社
会
的
利
益
に
矛
盾

す
る
。
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
に
よ
る
正
当
性
の
強
要
、

善
意
の
押
し
つ
け
は
厳
に
慎

む
べ
き
だ
ろ
う
。
む
し
歯
予

防
は
フ
ッ
素
塗
布
と
フ
ッ
素

洗
口
で
十
分
な
の
だ
。
し
か

し
歴
史
は
繰
り
返
す
と
言
う

が
、
現
在
埼
玉
県
の
あ
る
市

で
、
新
潟
市
と
全
く
同
じ
運

動
を
展
開
し
て
い
る
。
前
車

の
轍
を
踏
む
と
い
う
が
、
歴

史
に
学
ん
で
い
な
い
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。

　
ご
存
知
の
８
０
２
０
運

動
が
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら

二
十
五
年
た
つ
。
達
成
不
可

能
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
言
わ
れ

た
が
、
当
初
八
パ
ー
セ
ン
ト

に
す
ぎ
な
か
っ
た
達
成
率
が

今
で
は
三
十
八
パ
ー
セ
ン
ト

を
超
え
た
。
あ
と
十
年
以
内

に
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
す

る
と
い
う
勢
い
で
進
ん
で
い

る
。
平
均
寿
命
の
上
昇
に
伴

い
、
驚
く
ほ
ど
残
存
歯
数
が

増
加
し
、
高
齢
に
な
っ
て
も

歯
が
あ
る
人
が
急
増
し
て
い

る
。
六
十
五
歳
か
ら
七
十
歳

の
高
齢
者
に
部
分
床
義
歯
の

作
製
が
急
務
と
な
っ
て
い
る

状
況
だ
。
こ
れ
は
セ
ル
フ
ケ

ア
が
で
き
な
い
高
齢
者
が
増

え
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ナ
ル
ケ
ア
で

な
け
れ
ば
口
腔
内
を
改
善
で

き
な
い
。
そ
う
な
る
と
歯
科

医
師
は
よ
り
難
し
い
条
件
や

環
境
の
も
と
で
、
診
療
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
に

入
っ
て
き
た
。
と
り
わ
け
残

存
歯
が
増
え
続
け
る
こ
と

は
、
高
齢
者
の
感
染
リ
ス
ク

の
増
大
を
意
味
し
て
お
り
、

歯
周
病
が
命
を
脅
か
す
身
近

な
疾
病
に
な
っ
て
き
て
い

る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
本
学

六
十
八
回
卒
の
米
山
武
義
先

生
は
老
年
歯
周
病
、
老
年
歯

周
治
療
と
呼
び
、
さ
ら
に
口

腔
機
能
や
摂
食
嚥
下
機
能
に

支
障
の
あ
る
高
齢
有
病
者
の

口
腔
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
な
が
る
超
高
齢
社
会
に

お
け
る
歯
科
医
療
の
方
向
性

を
示
唆
し
て
い
る
。

　
米
山
先
生
は
高
齢
に
な
っ

て
も
歯
が
残
る
「
老
人
多
歯

時
代
」
に
あ
っ
て
は
、
老
年

歯
周
病
治
療
プ
ラ
ス
・
ベ
ー

シ
ッ
ク
口
腔
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
と
い
う
概
念
を
診
療

室
か
ら
在
宅
ま
で
シ
ー
ム
レ

ス
に
導
入
す
べ
き
で
あ
る
と

主
張
し
て
い
る
。

　
老
人
多
歯
時
代
も
僅
か
十

年
、
二
十
年
で
到
来
し
た
。

医
療
・
歯
科
医
療
は
僅
か
な

間
に
ど
ん
ど
ん
変
化
し
て
い

く
。
諸
君
が
こ
れ
か
ら
携
わ

る
歯
科
医
療
は
激
し
く
変
化

す
る
。
医
療
界
は
今
ま
で

習
っ
た
学
問
と
現
実
の
矛
盾

が
、
せ
め
ぎ
合
う
世
界
で
あ

る
こ
と
を
覚
悟
し
て
い
た
だ

き
た
い
。�（
３
月
12
日
・
14
日
）

昨
年
度
五
年
生
の
と
き
に

は
、
最
後
の
学
年
を
指
導
し

て
き
た
。
そ
し
て
本
日
生
命

歯
学
部
長
と
し
て
は
初
め
て

の
卒
業
式
に
参
列
し
て
い

る
。
み
な
さ
ん
が
六
年
生
に

な
り
附
属
病
院
か
ら
学
部
の

校
舎
に
一
年
ぶ
り
に
戻
っ
た

と
き
に
、
私
も
二
十
五
年
ぶ

り
に
学
部
校
舎
に
移
っ
た
。

卒
業
試
験
、
国
家
試
験
に
む

け
て
図
書
館
や
教
室
、
そ
し

て
セ
ミ
ナ
ー
室
な
ど
で
仲
間

と
勉
強
し
あ
う
諸
君
の
姿
を

見
て
い
た
。
ま
た
、
み
な
さ

ん
は
私
に
よ
く
挨
拶
を
し
て

く
れ
、
話
し
か
け
て
く
れ

た
。
後
輩
た
ち
が
そ
の
姿
を

見
て
い
た
と
思
う
。
教
え
る

こ
と
は
学
ぶ
こ
と
、
と
い
う

た
と
え
を
身
を
も
っ
て
感
じ

た
。

　
諸
君
は
こ
れ
か
ら
、
先
生

と
呼
ば
れ
る
立
場
に
な
る
。

年
上
の
患
者
さ
ん
や
仕
事
仲

間
、
そ
し
て
社
会
の
ど
の
人

か
ら
も
先
生
と
呼
ば
れ
る
。

こ
れ
は
君
た
ち
の
立
場
が
先

生
と
呼
ば
せ
て
い
る
の
で
、

君
た
ち
自
身
が
先
生
と
呼
ば

れ
る
に
値
す
る
人
間
で
あ
る

か
ど
う
か
は
ま
た
別
の
問
題

だ
。
時
間
が
た
て
ば
先
生
と

呼
ば
れ
る
に
値
す
る
人
間
に

な
る
か
と
い
え
ば
そ
う
で
は

な
い
。
絶
え
間
な
い
努
力
、

精
進
し
て
い
く
気
持
ち
、
行

動
力
が
必
要
に
な
る
。
そ
の

時
に
一
人
ひ
と
り
そ
の
道
に

向
う
こ
と
は
厳
し
い
。
必
ず

仲
間
が
周
り
に
い
る
こ
と
を

忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
。
日
本

歯
科
大
学
で
は
そ
の
た
め
に

卒
業
生
の
集
ま
り
、
校
友
会

も
歯
学
会
も
あ
る
。

　
こ
れ
か
ら
先
、
悩
む
こ

と
、
困
難
に
出
会
う
こ
と
が

あ
っ
た
と
き
に
は
、
是
非
と

も
こ
の
六
年
間
、
特
に
最
後

の
一
年
間
の
生
活
を
思
い
出

し
て
ほ
し
い
。
仲
間
と
頑
張

り
あ
っ
た
生
活
、
周
り
に
は

た
く
さ
ん
の
仲
間
が
い
た
こ

と
、
こ
れ
か
ら
も
い
る
こ
と

を
是
非
と
も
思
い
出
し
て
い

た
だ
き
た
い
。（

３
月
12
日
）

し
て
熟
達
者
に
な
る
ま
で
何

年
か
か
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
エ
リ
ク
ソ
ン
と
い
う
研
究

者
は
チ
ェ
ス
、
あ
る
い
は
テ

ニ
ス
、
音
楽
な
ど
の
芸
術
や

ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
研
究
を

通
じ
て
熟
達
者
に
な
る
に
は

最
低
十
年
間
か
か
る
と
い
う

こ
と
を
統
計
的
に
明
ら
か
に

し
た
。
こ
れ
を
熟
達
の
十
年

ル
ー
ル
と
言
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
ア
ン
バ
ー
ト
と
い

う
研
究
者
は
こ
の
十
年
間
に

お
け
る
知
識
、
ス
キ
ル
の
獲

得
の
プ
ロ
セ
ス
を
示
し
て
い

る
。
一
番
目
は
宣
言
的
な
段

階
と
言
わ
れ
て
い
る
。
命
題

的
な
知
識
を
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ

づ
つ
解
釈
し
な
が
ら
技
能
が

実
行
さ
れ
る
。
指
導
医
や
先

輩
歯
科
医
師
の
技
術
を
み
て

同
じ
よ
う
に
や
っ
て
み
る
五

年
生
の
臨
床
実
習
が
こ
れ
に

あ
た
る
だ
ろ
う
。

　
二
番
目
は
知
識
の
解
釈
。

一
つ
一
つ
考
え
な
が
ら
や
っ

て
い
た
こ
と
が
、
状
況
に
応

じ
て
自
動
的
に
実
行
で
き
る

よ
う
に
な
る
。
基
本
的
な
歯

科
医
師
の
技
術
を
一
人
で
行

え
る
。
四
月
か
ら
始
め
る
歯

科
医
師
臨
床
研
修
は
、
そ
れ

が
ゴ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。

　
三
番
目
は
手
続
き
的
段
階

で
、
処
理
ス
ピ
ー
ド
が
ア
ッ

プ
し
、
よ
り
適
切
な
も
の
に

つ
く
り
か
え
ら
れ
て
い
く
。

多
く
の
患
者
さ
ん
を
的
確
に

こ
な
す
技
術
を
修
得
す
る
、

こ
れ
が
熟
達
者
の
道
と
な
っ

て
い
る
。

　
ま
た
ド
レ
イ
フ
ァ
ス
は
熟

達
さ
を
さ
ら
に
初
心
者
、
見

習
い
、
一
人
前
、
中
堅
、
熟

達
者
と
五
段
階
に
分
け
た
。

　
初
心
者
と
は
、
原
則
を
理

解
し
つ
つ
も
状
況
に
よ
る
原

則
の
使
い
分
け
が
で
き
な

い
。
知
識
は
あ
る
が
応
用
が

で
き
な
い
。
学
部
で
言
う
と

四
年
生
だ
ろ
う
。
見
習
い
、

状
況
に
応
じ
た
対
応
が
で
き

る
が
シ
ニ
ア
の
指
導
が
必
要

で
あ
る
。
こ
れ
は
臨
床
実
習

の
過
程
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
。
一
人
前
、
ル
ー
テ
ィ
ン

な
ら
全
て
一
人
で
こ
な
せ

る
、
こ
れ
は
臨
床
研
修
に
あ

た
る
。
中
堅
、
微
妙
な
状
況

の
違
い
や
例
外
へ
の
対
処
な

ど
も
で
き
る
。

　
そ
し
て
熟
達
者
、
状
況
を

的
確
に
判
断
し
、
直
観
で
も

正
し
い
判
断
が
で
き
る
。

　
み
な
さ
ん
の
立
ち
位
置
は

今
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
の
十
年
の
経
験

を
経
れ
ば
誰
で
も
が
自
動
的

に
熟
達
者
に
な
れ
る
わ
け
で

は
な
い
。
十
年
間
の
間
に
今

か
ら
行
う
医
療
行
為
、
あ
る

い
は
研
究
を
通
し
て
教
訓
と

な
る
質
の
高
い
経
験
を
積
む

努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
臨
床
研
修
医
に
な
る
と
忙

し
く
、
毎
日
が
ア
ッ
と
い
う

間
に
過
ぎ
て
い
く
。
常
に
自

分
を
振
り
返
り
な
が
ら
多
く

の
経
験
を
積
み
、
一
段
づ
つ

ス
テ
ッ
プ
を
あ
が
っ
て
、
十

年
後
に
熟
達
者
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
る
こ
と
を
心
か
ら

期
待
す
る
。（
３
月
14
日
）　
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本
日
こ
の
記
念
す
べ
き
日

に
あ
た
り
、
本
学
に
入
学
し

た
当
時
の
自
分
と
現
在
の
自

分
と
を
比
べ
て
自
問
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
諸
君
は
本
学
で
何
を
得

た
か
、
新
し
い
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
知
識
や
技
術
で
一
杯
だ

ろ
う
か
、よ
き
師
、よ
き
人
生

の
先
輩
、
友
人
に
巡
り
あ
う

こ
と
が
で
き
た
か
。
心
も
体

も
豊
か
に
成
長
し
た
か
、
心

や
さ
し
く
も
、し
な
や
か
に
、

バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ

楽
し
い
若
者
に
な
っ
た
か
、

自
分
自
身
の
自
分
中
心
の
世

界
を
離
れ
て
自
分
が
見
え
る

よ
う
に
な
っ
た
か
、
こ
の
地

球
上
に
多
く
の
不
幸
な
人
々

が
い
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た

か
、
こ
の
よ
う
な
問
題
を
解

決
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ

い
か
を
考
え
は
じ
め
た
か
。

自
信
を
も
っ
て
答
え
ら
れ
る

諸
君
は
そ
う
多

く
は
な
い
と
思

う
。

　
私
は
こ
こ
で

性
急
な
答
や
結

論
を
君
達
に
求

め
て
い
る
の
で

は
な
い
。
最
も

感
受
性
豊
か
な

青
春
時
代
を
本

学
で
学
ん
だ
こ
と
の
本
当
の

意
味
は
、
諸
君
の
人
生
で
年

を
と
っ
て
、
明
ら
か
に
な
っ

て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。
か
け

が
え
の
な
い
若
き
日
々
を
恵

ま
れ
た
環
境
の
な
か
で
の
学

び
、
人
間
性
溢
れ
る
教
職
員

の
愛
情
の
も
と
で
培
わ
れ
た

情
操
こ
そ
が
諸
君
の
こ
れ
か

ら
の
人
生
に
計
り
知
れ
な
い

影
響
を
与
え
る
。

　
二
十
一
世
紀
に
活
躍
す
る

人
に
成
長
す
る
に
は
、
単
な

る
知
識
、
技
術
に
比
べ
て
ど

う
し
て
も
こ
の
よ
う
な
心
豊

か
な
情
操
の
枠
組
み
が
必

要
な
の
だ
。
学
生
の
交
わ
り

を
大
切
に
し
て
き
た
本
学
で

学
ん
だ
学
生
た
ち
は
、
こ
の

フ
レ
ー
ム
は
す
で
に
で
き
あ

が
っ
て
い
る
も
の
と
私
は
確

信
し
て
い
る
。

　
先
日
私
は
上
野
の
国
立

西
洋
美
術
館
で
フ
ラ
ン
ス
印

象
派
の
画
家
で
あ
る
ク
ロ
ー

ド
・
モ
ネ
の
素
晴
ら
し
い
絵

画
を
見
て
き
た
。
あ
ま
り
に

有
名
な
「
睡
蓮
」
の
絵
の
美

　
三
月
に
歯
科
衛
生
士
の
国

家
試
験
が
終
わ
っ
た
ば
か
り

で
、
三
月
二
十
七
日
が
発
表

に
な
る
。
晴
れ
て
日
本
の
国

生
命
歯
学
研
究
科
長

　
　�

八
重
垣 

健

　
博
士
号
を
取
得
さ
れ
た
み

な
さ
ん
、
苦
労
し
て
涙
し
て

と
っ
た
博
士
号
ほ
ど
、
ほ
か

の
人
た
ち
と
は
異
な
る
人
生

が
こ
れ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

本
学
の
大
学
院
生
の
約
八
割

以
上
が
臨
床
系
な
の
で
、
自

分
は
開
業
医
に
な
り
、
今
後

研
究
な
ど
は
関
係
な
い
、
と

思
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
博
士
号
は
そ
れ
で
終

わ
る
も
の
で
は
な
い
。
重
く

尊
厳
の
あ
る
も
の
だ
。
他
人

の
尊
敬
を
集
め
る
価
値
の
あ

る
学
位
が
博
士
号
で
あ
る
。

今
ま
で
の
教
わ
る
者
と
い
う

立
場
か
ら
卒
業
し
、
自
分
の

専
門
を
ほ
か
の
歯
科
医
に
教

新
潟
生
命
歯
学
研
究
科
長

　
　�

宮
川 

行
男

　
文
部
科
学
省
に
よ
っ
て
学

位
規
則
が
改
正
さ
れ
、
今

年
度
か
ら
博
士
論
文
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
よ
る

全
文
公
表
が
原
則
義
務
付
け

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
玉
石
混

淆
の
情
報
が
溢
れ
か
え
る
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
単
に
公

開
し
た
だ
け
で
は
、
即
役
立

つ
情
報
と
は
な
ら
な
い
。
質

の
高
い
学
術
情
報
を
求
め
て

い
る
人
た
ち
が
利
用
す
る
文

献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
収
録
さ

れ
て
い
な
い
限
り
、
価
値
あ

る
情
報
と
は
み
な
さ
れ
な
い

の
だ
。
結
局
博
士
論
文
は
、

そ
の
分
野
の
一
流
の
学
術
雑

誌
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
で
価

値
が
生
じ
て
く
る
。

　
そ
の
点
、
み
な
さ
ん
方
の

論
文
は
専
門
学
会
誌
に
投

稿
さ
れ
て
い
る
し
、
八
割
の

し
さ
に
は
魅
了
さ
れ
た
。
し

か
し
私
は
穏
や
か
な
海
、
荒

れ
狂
う
海
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
形
相
を
示
す
海
を
モ
チ
ー

フ
と
し
た
絵
が
好
き
だ
っ

た
。友
人
の
ア
リ
ス
・
オ
シ
ュ

デ
が
、
な
ぜ
何
カ
月
も
毎
日

同
じ
海
辺
に
足
を
運
ぶ
の
か

と
モ
ネ
に
尋
ね
た
そ
う
だ
。

モ
ネ
は
彼
女
に
「
海
に
夢
中

に
な
っ
て
い
る
」と
手
紙
を
出

し
て
い
る
。本
当
に
海
を
描
こ

う
と
思
っ
た
ら
海
を
毎
日
あ

ら
ゆ
る
時
間
に
同
じ
時
間
で

見
な
け
れ
ば
、
海
の
命
を
知

る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
。

　
こ
の
話
か
ら
君
達
は
何

を
感
じ
る
だ
ろ
う
。
何
か
を

な
し
と
げ
る
た
め
に
は
、一

つ
の
こ
と
に
集
中
す
る
大
切

さ
を
教
え
て
く
れ
て
い
る
気

が
す
る
。
何
事
に
も
夢
中
に

～どなたでも参加できます！！～

※詳細は両学部のHPをご覧ください

オープンキャンパス2014
な
っ
て
ほ
し
い
。
一
つ
の
こ

と
を
極
め
る
た
め
に
は
月
並

み
な
努
力
で
は
だ
め
な
の

だ
。
努
力
な
く
し
て
天
才
は

生
ま
れ
な
い
。
君
達
も
一
生

涯
、
前
向
き
な
努
力
の
人
で

あ
り
続
け
、
自
分
の
職
業
に

自
信
と
誇
り
を
も
っ
た
歯
科

衛
生
士
、
歯
科
技
工
士
と
し

て
燦
然
と
輝
い
て
ほ
し
い
。

わ
れ
わ
れ
教
職
員
は
い
つ
ま

で
も
エ
ー
ル
を
送
り
続
け
、

君
達
の
成
長
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
。�

（
３
月
11
日
）

東
京
短
期
大
学
学
長

小
口 

春
久

新
潟
短
期
大
学
学
長

又
賀
　
泉

家
試
験
、
国
が

認
め
る
歯
科
衛

生
士
の
資
格
を

取
得
す
る
こ
と

に
な
る
。
み
な

さ
ん
は
日
本
歯

科
大
学
短
期
大

学
の
履
修
す
べ

き
科
目
を
全
て

修
得
し
た
。
世
界
に
お
け
る

歯
科
衛
生
士
の
立
場
は
、
歯

科
医
師
と
と
も
に
向
上
し
て

い
る
。
こ
れ
か
ら
み
な
さ
ん

も
歯
科
衛
生
士
の
国
家
試
験

に
合
格
し
、
今
度
は
国
か
ら

期
待
さ
れ
、
国
に
対
し
て
や

ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
義
務

も
あ
る
の
で
、
社
会
人
と
し

て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

　
み
な
さ
ん
は
歯
科
衛
生

士
と
い
う
資
格
を
取
得
す
る

が
、
現
在
は
就
職
難
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
全
て
卒
業
後
の

就
職
先
は
決
ま
っ
て
い
る
。

資
格
を
取
得
す
る
と
い
う
の

は
極
め
て
大
事
な
こ
と
で
、

一
生
自
分
の
資
格
で
あ
る
。

そ
う
い
っ
た
意
味
で
今
日
と

い
う
日
を
一
つ
の
区
切
り
と

し
て
、
社
会
に
出
て
、
自
分

の
置
か
れ
て
い
る
立
場
を
考

え
な
が
ら
、
頑
張
っ
て
や
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

（
３
月
13
日
）

え
る
ラ
イ
セ
ン
ス
を
得
た
と

考
え
て
ほ
し
い
。
あ
れ
だ
け

厳
し
い
審
査
を
受
け
、
勝
ち

取
っ
た
の
だ
か
ら
、
大
い
に

誇
り
と
し
、
選
ば
れ
た
人
間

な
の
だ
と
い
う
自
覚
を
も
っ

て
生
き
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
学
部
卒
業
生
の
諸
君
に

も
伝
え
た
い
こ
と
が
あ
る
。

研
修
医
制
度
が
始
ま
っ
て
以

来
、
博
士
号
を
取
る
医
師
、

歯
科
医
師
の
数
が
激
減
し

た
。
そ
の
結
果
日
本
か
ら
の

国
際
論
文
の
数
は
急
減
し
、

中
国
よ
り
も
少
な
く
な
っ
て

い
る
。
研
修
先
で
ス
マ
ー
ト

に
診
療
し
て
い
る
先
生
た
ち

を
見
る
と
臨
床
を
身
に
つ
け

る
の
が
先
に
来
て
し
ま
う
の

で
あ
ろ
う
。

　
私
は
姉
妹
校
の
ブ
リ
テ
ィ

シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
は

臨
床
の
教
授
と
し
て
勤
務

し
て
い
た
。
ま
た
バ
ン
ク
ー

バ
ー
で
開
業
も
し
て
い
た
。

し
か
し
今
は
、
ヒ
ト
の
歯
か

ら
肝
臓
や
膵
臓
を
作
る
と

い
う
基
礎
の
研
究
を
し
て
い

る
。
バ
ン
ク
ー
バ
ー
で
の
友

人
た
ち
の
中
に
四
名
の
基
礎

の
教
授
が
い
る
が
、
こ
の
う

ち
三
名
が
歯
科
医
師
で
あ

る
。
そ
の
う
ち
二
名
は
い
っ

た
ん
開
業
し
て
か
ら
学
問
と

科
学
の
重
要
性
に
気
付
き
、

大
学
院
に
入
り
な
お
し
、
教

授
と
な
っ
た
。

　
み
な
さ
ん
の
中
に
は
い
つ

か
学
問
の
強
い
欲
求
を
持
つ

人
が
出
て
く
る
と
思
う
。
多

く
の
学
部
卒
業
生
は
卒
業

試
験
で
は
人
生
最
大
の
勉
強

を
し
た
と
思
っ
て
い
る
だ
ろ

う
。
し
か
し
科
学
の
世
界
で

は
利
益
相
反
と
言
い
、
私
利

私
欲
の
学
問
と
、
純
粋
な
疑

問
か
ら
わ
き
出
た
研
究
科
学

と
を
区
別
し
、
私
利
私
欲
が

あ
ま
り
に
も
激
し
い
科
学
は

排
除
し
よ
う
と
い
う
決
ま
り

が
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
北
米
の
私
の
友

人
の
よ
う
に
、
開
業
し
て
十

年
も
た
ち
、
私
欲
を
忘
れ
た

と
き
に
は
、
必
ず
真
の
科
学

を
学
ぶ
心
が
出
て
く
る
。
そ

の
時
に
は
大
学
院
を
め
ざ
す

べ
き
だ
と
私
は
思
う
。

（
３
月
12
日
）

論
文
が
医
学
論
文
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
と
し
て
世
界
的
に

最
も
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
る

PubM
ed

収
録
雑
誌
に
、
さ

ら
に
は
約
半
数
が
国
際
的

影
響
力
の
高
い
イ
ン
パ
ク
ト

フ
ァ
ク
タ
ー
付
雑
誌
に
投
稿

さ
れ
て
い
る
。
研
究
科
委
員

会
で
の
厳
格
な
審
査
を
通
っ

た
学
位
論
文
は
、
今
後
の

歯
科
医
学
・
医
療
の
発
展
に

必
ず
貢
献
す
る
と
い
え
る
質

の
高
い
も
の
だ
っ
た
。
し
た

が
っ
て
、
い
ず
れ
レ
ベ
ル
の

高
い
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
る
も

の
と
確
信
し
て
い
る
。

　
四
年
間
と
い
う
限
ら
れ
た

期
間
で
、
正
解
の
分
か
っ
て

い
な
い
、
未
知
の
こ
と
が
ら

を
研
究
し
た
の
だ
か
ら
、
と

く
に
困
難
も
な
く
順
調
に
こ

こ
ま
で
到
達
し
た
人
は
一
人

も
い
な
い
は
ず
だ
。
困
難
を

克
服
し
、
到
達
さ
れ
た
こ
と

を
と
て
も
嬉
し
く
思
う
。

　
全
国
の
歯
科
大
学
・
歯
学

部
の
中
で
唯
一
本
学
の
み
が

Odontology

と
い
う
歯
学
会

発
行
の
一
流
の
国
際
誌
を
擁

し
て
い
る
。
こ
の
レ
ベ
ル
の

高
い
環
境
の
中
で
教
授
陣
も

真
剣
に
研
究
指
導
に
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
が
、
大
学
院

生
の
レ
ベ
ル
の
高
い
研
究
成

果
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
博
士
号
、
す
な
わ
ちPh.D

の
学
位
を
取
得
し
た
み
な

さ
ん
は
、
一
人
前
の
研
究
者

と
し
て
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に

立
っ
た
。
今
後
さ
ら
に
成
長

し
、
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
よ

う
な
研
究
者
が
生
ま
れ
て
く

る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
大

学
院
修
了
後
に
は
、
実
際
の

研
究
活
動
か
ら
は
離
れ
る
方

も
少
な
く
な
い
。
そ
の
場
合

で
も
、
大
学
院
生
時
代
に

培
っ
た
知
識
や
技
術
、
さ
ら

に
リ
サ
ー
チ
マ
イ
ン
ド
は
、

専
門
家
で
あ
る
歯
科
医
師

に
と
っ
て
非
常
に
大
切
で
あ

り
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
と

て
も
有
用
な
も
の
で
あ
る
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
大
学
院
入
学
時
か
ら
み

れ
ば
、
こ
の
四
年
間
で
飛
躍

的
に
成
長
し
、
大
き
な
成
果

を
挙
げ
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と

は
み
な
さ
ん
方
の
努
力
の
賜

物
だ
が
、
指
導
教
授
を
は
じ

め
と
し
て
、
周
囲
の
い
ろ
い

ろ
な
方
々
の
指
導
や
教
え
・

助
力
・
協
力
等
が
な
か
っ
た

ら
到
達
で
き
な
か
っ
た
は
ず

だ
。
こ
れ
ら
の
方
々
と
の
間

で
築
い
た
人
間
関
係
を
宝
と

し
、
大
学
院
で
苦
労
の
末
に

得
た
こ
と
を
今
後
の
糧
と
し

て
、
研
究
面
・
教
育
面
・
臨

床
面
あ
る
い
は
社
会
的
立
場

に
お
い
て
指
導
的
役
割
を
果

た
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
期
待

す
る
。�

（
３
月
14
日
）

卒業生にエールを送る小口東京短大学長（3月11日）

全員に卒業証書を手渡す又賀新潟短大学長（3月13日）



日 本 歯 科 大 学 新 聞2014年（平成26年）３月３１日 （４）第６１９号

平
成
二
十
五
年
度
卒
業
生

大

学

院

第
51
回
修
了
生

　
大
学
院
生
命
歯
学
研
究
科

修
了
生
十
名
、
新
潟
生
命
歯

学
研
究
科
修
了
生
十
一
名
は

次
の
通
り
。

〈
生
命
歯
学
研
究
科
〉

口
腔
外
科
学�

駒
津
萌
乃

歯
科
麻
酔
学�

笹
内
杏
子

歯
科
保
存
学�

丸
山
沙
絵
子

歯
科
保
存
学�

前
野
雅
彦

歯
科
麻
酔
学�

渥
美
元
成

口
腔
外
科
学�

槙
石
　
潤

生

化

学�

柴
田
征
紀

歯
科
麻
酔
学�

秋
本
琢
磨

歯
科
保
存
学�

西
田
太
郎

歯
科
矯
正
学�

杉
山
佳
菜
子

�

（
甲
第
一
〇
八
二
号
ま
で
）

〈
新
潟
生
命
歯
学
研
究
科
〉

形
態
分
析
化
学

�

伊
平
雄
輝

歯
周
機
能
治
療
学

�
TANSRIRATANAWONG 

KA
LLAPAT

口
腔
材
料
開
発
工
学

�

小
出
未
来

歯
周
機
能
治
療
学

�

清
水
　
豊

機
能
性
咬
合
治
療
学

�

近
藤
大
輔

機
能
性
咬
合
治
療
学

�

荒
川
い
つ
か

機
能
性
咬
合
治
療
学

�

小
出
勝
義

病
態
組
織
機
構
学

　
　
　
　
　
石
黒
仁
江

咬
合
形
態
機
能
矯
正
学

�

加
藤
晃
茂

口
腔
全
身
機
能
管
理
学

�

秋
庭
　
俊

小
児
口
腔
行
動
科
学

�

竜
　
佑
宗

�

（
甲
第
一
〇
九
三
号
ま
で
）

大
　
　
学

第
103
回
卒
業
生

　
日
本
歯
科
大
学
第
一
〇
三

回
卒
業
生
〈
新
潟
生
命
歯
学

部
〉
七
十
五
名
は
次
の
通
り
。

阿
部
史
彦�

阿
部
侑
加

蟻
川
祐
未�

井
戸
西

真
吾

井
上
博
之�
今
里
匡
宏

内
田
一
平�
太
田
琴
美

岡
　
直
毅�

押
切
　
孔

小
野
友
彰�

金
子
千
紘

貴
舩
真
澄�

小
坂
井

絢
子

小
島
敦
志�

近
藤
加
奈
子

今
野
　
悠�

西
條
雄
斗

塩
浜
良
子�

白
山
大
介

須
賀
文
亮�

関
口
泰
正

関
根
美
桜�

関
山
健
太

髙
橋
賢
人�

恒
川
紗
代

外
山
淳
史�

中
里
桂
一
郎

中
島
邦
博�

中
嶋
俊
之

中
瀬
勇
佑�

中
田
文
矢

仲
村
　
渚�

永
沼
槙
一
郎

庭
山
あ
ず
み�

服
部
康
太

羽
生
紳
太
郎�

藤
田
　
瑛

古
川
奈
緒�

堀
田
麻
実

槙
坪
孔
明�

松
村
孝
弘

元
野
裕
美�

本
村
仁
美

柳
沢
佑
太�

山
﨑
裕
太

脇
田
真
成�

渡
邉
大
祐

薄
井
紀
子�

後
藤
由
和

田
頭
紘
治�

竹
部
史
朗

橋
本
祥
吾�

原
　
　
基

三
木
貴
仁�

黒
木
稔
明

阿
武
野

貴
弘�

岩
﨑
友
実
子

奥
田
竜
二�

木
津
諒
介

螺
良
恭
弘�

西
山
晃
司

朝
香
由
紀�

原
田
光
太
郎

溝
口
智
大�

道
信
恒
平

河
上
嘉
範�

黒
﨑
実
穂

太
田
　
翔�

岡
本
吉
充

新
島
　
潤�

田
代
大
志

大
西
悠
加�

川
島
尚
子

太
田
将
基�

�

（
第
二
〇
三
七
七
号
ま
で
）

☆
学
術
優
秀
賞
受
賞
者

古
川
奈
緒
　�

阿
部
侑
加

元
野
裕
美�

太
田
琴
美

☆
皆
勤
賞
受
賞
者

阿
部
侑
加�

　
今
野
　
悠

中
里
桂
一
郎�

☆
精
勤
賞
受
賞
者

中
嶋
俊
之�

藤
田
　
瑛

☆
臨
床
実
習
優
秀
賞
受
賞
者

金
子
千
紘

�　
日
本
歯
科
大
学
第
一
〇
三

回
卒
業
生
〈
生
命
歯
学
部
〉

一
四
三
名
は
次
の
通
り
。

相
野
田

祥
子�

青
木
劍
輔

秋
山
秀
平�

麻
生
真
希

雨
宮
　
慶�

荒
川
大
地

荒
川
悠
輝�

新
木
志
門

飯
島
匡
人�
飯
田
昌
志

伊
澤
優
一�
石
崎
将
司

石
堂
可
奈
子�

石
原
脩
平

石
森
昭
二�

板
垣
自
祐

井
畑
匡
人�

今
井
琴
子

今
泉
り
え�

岩
浅
匠
真

上
田
圭
織�

植
原
　
亮

内
田
順
平�

大
橋
卓
弥

小
笠
原

ゆ
う�

小
川
雄
大

奥
村
眞
未�

尾
﨑
亜
弓

落
合
佑
来�

柿
原
由
依

加
藤
杏
奈�

加
藤
景
子

鎌
田
弘
明�

上
井
達
絵

上
出
圭
二�

川
合
つ
か
さ

川
上
紗
和
子�

川
﨑
正
宗

河
住
　
武�

菊
地
加
奈
枝

北
野
智
大�

木
下
　
遼

木
村
晴
地�

桐
石
祥
果

熊
井
大
樹�

倉
治
翔
太
郎

倉
持
淳
子�

黒
澤
秀
一

黒
田
恭
平�

慶
野
大
介

後
藤
　
翔�

小
松
香
里

小
柳
文
子�

坂
本
茉
莉
恵

佐
藤
絢
香�

澤
田
伊
央
里

澤
野
和
生�

塩
原
裕
一
朗

汐
見
信
太
郎�

篠
　
　
亘

關
辰
太
郎�

関
　
直
弘

千
　
寿
克�

千
賀
誓
人

大
德
光
世�

髙
野
耕
平

高
橋
紗
耶�

髙
見
澤

聡
一

髙
柳
雅
文�

田
川
　
駿

瀧
本
充
穂�

田
口
直
子

田
村
総
啓�

千
葉
智
絵

辻
野
麻
緒�

土
屋
絵
美

鳥
塚
　
祥�

仲
原
冴
里

中
村
瑛
史�

中
村
莉
佳
子

西
田
紘
子�

根
岸
　
翼

濱
田
浩
気�

林
孝
太
朗

原
田
唯
生�

平
形
華
佳

廣
神
崇
史�

深
瀬
未
有

福
西
佑
真�

藤
倉
枝
里
子

藤
田
理
志�

藤
沼
宏
治

藤
本
泰
広�

藤
森
翔
子

船
原
隆
一
郎�

古
川
浩
平

古
本
博
子�

前
田
耕
輔

前
本
幸
子�

巻
　
竜
也

牧
野
衣
利
子�

牧
野
貴
明

松
澤
亜
理
沙�

松
村
嘉
子

眞
室
仁
美�

宮
坂
昌
邦

室
谷
式
音�

本
　
拓
悟

森
　
健
人�

八
木
澤

由
佳

谷
内
　
愛�

矢
野
智
子

山
川
　
樹�

山
崎
達
矢

山
下
雅
子�

山
本
紗
友
理

矢
山
克
之�

湯
本
愛
実

楊
　
義
弘�
吉
田
正
斉

與
那
城

リ
サ�

李
　
公
介

渡
邊
　
慧�

渡
邊
美
穂

神
田
隆
介�

磯
貝
友
通

齋
藤
　
知�

宇
野
良
平

岡
　
恭
平�

北
島
躍
一
郎

笹
野
統
之�

鈴
木
阿
古

大
德
知
世�

中
川
史
彦

奴
田
原

基
樹�

前
澤
信
忠

宮
澤
康
宏�

結
城
百
合
子

湯
野
若
恵�

和
田
亮
太
郎

渡
辺
顕
徳�

橋
本
な
つ
き

橋
本
ま
り
な

（
第
二
〇
五
二
〇
号
ま
で
）

☆
学
術
優
秀
賞
受
賞
者

上
井
達
絵�

加
藤
景
子

山
本
紗
友
理�

松
村
嘉
子

木
下
　
遼�

渡
邊
美
穂

内
田
順
平�

川
上
紗
和
子

佐
藤
絢
香�

黒
澤
秀
一

松
澤
亜
理
沙�

澤
野
和
生

高
橋
紗
耶�

髙
見
澤

聡
一

☆
皆
勤
賞
受
賞
者
（
５
ヵ
年
皆
勤
者

含
む
）

秋
山
秀
平�

石
原
脩
平

石
森
昭
二�

加
藤
景
子

川
上
紗
和
子�

木
下
　
遼

倉
持
淳
子�

坂
本
茉
莉
恵

澤
田
伊
央
里�

澤
野
和
生

篠
　
　
亘�

中
村
瑛
史

原
田
唯
生�

平
形
華
佳

福
西
佑
真�

藤
倉
枝
里
子

湯
本
愛
実�

與
那
城

リ
サ

加
藤
杏
奈�

辻
野
麻
緒

☆
精
勤
賞
受
賞
者

相
野
田

祥
子�

雨
宮
　
慶

荒
川
悠
輝�

今
井
琴
子

落
合
佑
来�

鎌
田
弘
明

上
井
達
絵�

河
住
　
武

木
村
晴
地�

桐
石
祥
果

熊
井
大
樹�

慶
野
大
介

後
藤
　
翔�

高
橋
紗
耶

髙
柳
雅
文�

田
川
　
駿

土
屋
絵
美�

仲
原
冴
里

根
岸
　
翼�

林
　
孝
太
朗

深
瀬
未
有�

藤
沼
宏
治

古
川
浩
平�

松
澤
亜
理
沙

松
村
嘉
子�

室
谷
式
音

谷
内
　
愛�

山
本
紗
友
理

渡
邊
美
穂

☆
臨
床
実
習
優
秀
賞
受
賞
者

佐
藤
絢
香�

眞
室
仁
美

川
上
紗
和
子

�

　
新
潟
生
命
歯
学
部
は
、
昨

年
十
二
月
か
ら
本
年
八
月
ま

で
開
催
中
の
、
第
四
十
六
回

全
日
本
歯
科
学
生
総
合
体
育

学
術
奨
励
生

　
平
成
二
十
五
年
度
日
本
歯
科
大

学
学
術
奨
励
生
（
九
十
六
名
）

は
、
次
の
通
り
。

〈
生
命
歯
学
部
〉

一
年
＝
別
府
大
喜
繁�

赤
羽
由
紀
子

秋
山
　
洋�

木
村
千
鶴

酒
寄
智
央�

中
村
圭
佑

中
山
ま
い�

西
巻
和
広

初
芝
美
穂�

村
上
理
紗

二
年
＝
中
山
竣
太
郎�

阿
久
津
汐
里

井
上
真
帆�

黒
山
か
れ
ん

齊
藤
仁
志�

菅
あ
や
奈

中
澤
美
和�

水
沼
詩
葉

山
上
　
彩�

横
山
美
世
子

三
年
＝
西
牧
麻
由
里�

赤
羽
由
美
子

岩
田
良
子�

神
山
　
玲

小
畠
廉
史�

齊
藤
香
恵
子

鈴
木
あ
す
な�

髙
橋
　
賢

平
野
萌
香�

松
岡
　
毅

四
年
＝
本
多
聡
志�

川
﨑
貴
美
子

駒
津
匡
二�

小
松
本
　
諭

讃
井
秀
佳�

清
水
美
透

菅
原
規
江�

竹
ノ
下
茉
奈
美

山
井
綾
子

五
年
＝
花
谷
佳
菜
子�

井
出
太
一

大
山
　
豪�

小
川
紗
衣
香

興
地
麗
子�

落
合
柚
香

小
森
太
郎�

堀
　
智
尋

森
竹
宣
之

六
年
＝
上
井
達
絵�

加
藤
景
子

木
下
　
遼�

黒
澤
秀
一

佐
藤
絢
香�

藤
森
翔
子

牧
野
依
利
子�

松
村
嘉
子

山
本
紗
友
理�

渡
邊
美
穂

〈
新
潟
生
命
歯
学
部
〉

一
年
＝
野
口
裕
太�

海
野
瑛
美

渡
辺
有
理�

南
　
祥
之

海
野
実
佳�

國
分
理
加

篠
崎
未
有�

眞
田
昌
尚

村
川
亞
里
紗�

永
井
智
士

二
年
＝
向
井
亮
平�

横
井
康
乃

外
島
寛
朗�

下
村
里
佳

大
竹
汐
里�

渡
部
圭
将

豊
嶋
啓
汰�

小
林
彩
利

平
井
　
悟�

大
村
里
沙

三
年
＝
山
本
雄
大�

阿
久
津
里
沙

坪
﨑
健
斗�

奥
山
飛
鳥

白
柏
麻
里�

沖
　
宜
孝

四
年
＝
鈴
木
翔
平�

城
井
友
幸

遠
藤
蓉
子

五
年
＝
須
藤
嵩
文�

小
出
勝
典

荻
野
奈
保
子�

服
部
陽
一

續
　
由
生�

佐
久
間
達
人

六
年
＝
古
川
奈
緒�

金
子
千
紘

渡
邉
大
祐

大
会
（
歯
学
体
＝
オ
ー
ル
デ

ン
タ
ル
）
の
事
務
主
管
校
と

な
っ
た
。

　
新
潟
歯
学
部
（
当
時
）
で

は
、
二
十
一
年
前
の
一
九
九
二

年
十
二
月
～
九
三
年
三
月
に

開
催
さ
れ
た
冬
期
大
会
と
、

九
三
年
夏
の
夏
期
大
会
の
第

二
十
五
回
歯
学
体
を
事
務
主

管
し
た
。

新
潟
・
21
年
ぶ
り
歯
学
体
主
催

◇平成26年度　ポストグラデュエート・コース◇� 日本歯科大学校友会・歯学会 主催

コース・日程 テ　ー　マ 担　　当 コ　ー　ス　の　概　要

Ａ（生命歯学部）

　１日コース

　　７月17日（木）

　わかる！できる！睡眠治療

―睡眠時無呼吸症候群における

　　　　　歯科的アプローチ―

生命歯学部附属病院

いびき・睡眠時無呼吸診療センター

　OSASの病態、検査、医科との連携、治療方法などについてご説明した後、

ご自身の口腔模型を使用して実際にOAを製作していただきます。本研修を通

して歯科医師ができる睡眠治療について理解を深めていただきたいと考えてお

ります。

Ｂ（生命歯学部）

　１.５日コース

　　７月26日（土）

　　　　27日（日）

　上顎インプラント手術に必要な

基礎的知識

―上顎洞を後上方から解剖する―

生命歯学部

　歯科放射線学講座

　解剖学第１講座

附属病院インプラント診療センター

　歯科臨床においては口腔側からのアプローチの多い上顎骨を別の角度や視野

から観察し、実際の感触で確認することにより、上顎のインプラント手術のみ

ならず、口腔外科学的な小手術などにおいても生かすことが可能な実践的知識

を習得します。

Ｃ（新潟生命歯学部）

　１.５日コース

　　10月25日（土）

	 26日（日）

知っていて安心！

ステップアップ歯周外科

新潟生命歯学部

　歯周病学講座

新潟病院　総合診療科

　本コースは２時間の講義で、歯周基本治療と歯周外科手術（フラップ手術、

歯肉歯槽粘膜形成術など）の内容の理解を深め、豚下顎骨を用いた３時間の実

習で、フラップ手術（Widman 改良法）と結合組織移植術(Langer&Langer法)

を行い、歯周外科手術に必要な切開、剥離、掻爬、縫合の技術を身につける内

容となっております。


